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1. はじめに 

 自動車の HMI(Human Machine Interface)では，

衝突警告等の運転支援情報や，IVIS(In-Vehicle 

Infotainment system)によるインフォテイメン

ト情報などの情報提示が増加しており，運転以

外への意識の振り分けなどにより運転行動のパ

フォーマンスが低下するドライバー・ディスト

ラクションの問題が提起されている[1]．これに

対応し，多種多様な情報を効率よくドライバに

伝えるために，カーナビゲーション画面(以下，

センタ画面)や HUD(Head Up Display)を組合せた

マルチディスプレイの搭載が進んでいる．  

本研究の目的は運転中の情報提示の安全性と

利便性を両立させることである．本報告では，

情報の優先度と運転状態に応じて提示情報を取

捨選択し，マルチディスプレイを用いた提示パ

ターンにより情報提示を行うアーキテクチャを

提案する．  

 

2. 従来研究 

 運転者に情報提示する HMI について，これま

で提示の位置や方法に関する研究が多く行われ

てきた．センタ画面やメータ画面の提示位置は，

右折待ちなどの運転状況によって見落としが多

くなることが報告されている[2]．また，HUD は

前方からの視線移動が少なく視認できるが，煩

わしく感じる懸念があり表示位置や表示色に関

する要件が検討されている[3]．これらから，個

別の画面での情報提示に留めず，マルチディス

プレイを効果的に利用することが必要と考える． 

 

3. 情報提示制御の検討 

本検討では，高級車を中心に搭載が進んでい

るセンタ画面，メータ画面, HUD からなる 3 画面

構成のマルチディスプレイを検討対象とした． 

 

 

 

 

その課題は，運転支援やインフォテイメント

等の運転中に提供される情報の量や種類の増加

に対応し，マルチディスプレイを活用して運転

への集中を妨げない提示を行うことである． 

3.1 情報優先度の規定 

多種多様な情報から運転者に提示すべきもの

を取捨選択するために，以下のように情報の優

先度を規定した． 

  車内情報の優先順位の決定手順が規定される

ISO16951 に準じて情報の分類を定義 

  同規格では優先順位を決めにくいインフォテ

イメント等の情報は，コンテンツの内容や用

途から独自に分類 

  分類ごとに重要度と緊急度の値を設定し，そ

れらを加算した値を優先度として規定 

Table1 に情報の分類の一例を示す． 

Table 1  Presentation priority rule. 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 提示パターンの規定 

 マルチディスプレイを用いて情報提示を制御

することで，運転への影響を少なくするために，

以下のように情報の提示方法をパターン化した．

Fig.1 にこの概要を示す． 

  運転者が画面の位置と情報の内容を対応付け

て認知できるように，各画面の役割を定義 

  画面内のグラフィックの位置や形状の違いが，

運転者の情報認知に影響しないように，画面

内を部品化して表示領域を固定 

  先に述べた各分類の情報について，表示する

際に用いる画面と部品，さらに効果音等の音

声使用の有無を定めた提示パターンを規定 
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Fig.1  Presentation patterns. 

3.3 提示制御アーキテクチャ 

Fig.2 に提示制御アーキテクチャの概要を示す．

同図の制御コアが，情報優先度と提示パターン

を用いた情報提示を行う．制御コアの処理フロ

ーは以下となる． 

(1) 各種アプリケーションから提示要求を受付 

(2) 情報優先度に基づいて提示要求の優先度を

判定しキューイング 

(3) 運転者のワークロード推定値[4]に応じて，

上記キューから提示可能な範囲を決定 

(4) 提示パターンを用いて，各画面の表示更新

や音声出力を指示 

 Fig.3 に試作システムでの情報提示の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2  Presentation architecture. 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3  Prototype overview. 

４．反応時間と煩わしさの評価実験 

情報の分類に応じた提示パターンを決めるた

めに評価実験を行った．運転状況を模擬した映

像視聴中に，所定のタイミングで各種提示パタ

ーンを用いて同一内容の情報を提示し，以下の 2

点を評価した． 

  安全性の評価のため，提示への反応時間を測定 

  利便性の評価のため，提示の煩わしさを主観評価 

被験者は運転免許を持つ 20 代から 40 代の男

女 8 名である．評価に用いた No.1 から No.6 の

提示パターンを Table2 に示す．  

Table 2  Experimental patterns. 

 

 

 

 

 

 評価結果を Fig.4 に示す． No.4 は反応時間が

最も短く，緊急性が高い運転支援情報の提示に

適する．一方，No.6 は反応時間が長いものの煩

わしさが小さく，運転とは関係のない情報の提

示に向くと考える．結果から，提示パターンご

とに，反応時間と煩わしさに対する効果を把握

できた．これを利用して，情報の分類に適した

提示パターンを適用することで，運転への集中

を妨げない情報提示が可能になると考える．  

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 Experimental results. 

５．まとめ 

 情報優先度と提示パターンを用いて，マルチ

ディスプレイを統合して情報提示するアーキテ

クチャを提案し，評価実験によりその効果を確

認した．今後は実験で得られた結果をもとに，

ドライバの運転行動にどのような影響がでるか

を確認したいと考える． 
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